【規則様式９】

相模原市中央区中央３－１２－３
[bookmark: _GoBack]公益社団法人 相模原青年会議所　御中

年　　　月　　　日

契　約　書

当社は、別紙業務委託契約書（案）について、貴法人の理事会承認が得られれば直ちに正式な契約を締結することを条件として、当該委託業務を先行して実施することを承諾します。



（住所）

（法人名）

（代表者名）	印

業務委託契約書（案）


委託者：公益社団法人 相模原青年会議所（以下「甲」）と受託者：　　　　　　　　（以下「乙」）は、次の通り「　　　　　　　　」所在の「　　　　　　　　」で開催される「　　　　　　　　」（以下「本件イベント」）の会場設営及び演出業務（以下「本件業務」）委託契約（以下「本契約」）を締結した。

第１条【委託業務】
１．甲は次の各号に掲げる委託業務に関して、乙に委託し、乙はこれを受託する。
（１）会場設営業務
（２）会場演出業務
（３）広報業務
（４）資料作成業務
２．委託する業務の詳細については、別紙仕様書及び見積書のとおりとする。
３．委託内容の業務範囲を超える又は内容に変更が生じた場合、甲乙協議の上、再度契約を締結する。

第２条【委託実施期間】
１．本契約に基づく本件業務の委託実施期間は下記のとおりとする。
（１）会場設営業務
年　　月　　日から　　　　年　　月　　日
（２）会場演出業務
年　　月　　日から　　　　年　　月　　日
（３）広報業務
年　　月　　日から　　　　年　　月　　日
（４）資料作成業務
年　　月　　日から　　　　年　　月　　日
２．第１条の規定に基づき、委託業務の成果物に関して、納入する成果物の明細、数量、納入期日、納入場所、納入方法等に変更が生じた場合は、甲乙協議の上、再度、書面にて納入方法を定める。

第３条【検収】
１．甲は、乙が業務における各工程を完了させた時点で、それぞれの工程についての検収を行う。検収の結果、甲乙があらかじめ合意した仕様との不一致があった場合は、甲の指示に従い、乙は速やかに修正をしなければならない。
２．甲は、各工程完了後１４日以内にその検査を行い、結果を直ちに書面・電子メールまたは口頭にて乙に通知する。
３．前項の期間に甲からの通知がないときは、成果物は甲の検査に合格したものとみなす。

第４条【対価】
１．甲は乙に対し、第２条第２項及び前条を踏まえ、本件業務の対価として別紙見積書記載の金員を支払うものとする。尚、乙は、甲に対し、本件イベント終了後それぞれ請求書を発行する。
２．前項の金員は乙の指定する金融機関口座に現金振込により支払うものとする。
３．対価の支払にかかる振込手数料等は、乙の負担とする。
４．当初定めた委託業務内容に追加・変更が生じた場合は、甲乙協議の上、別途契約書を締結する。

第５条【再委託】
１．甲は、乙が業務遂行に必要な場合には、乙の判断に基づき本件委託業務を再委託することを承認する。
２．乙は本件委託業務を遂行する為に、本件委託業務を第三者に再委託する必要がある場合、本契約の基づく乙の義務を当該第三者に対しても遵守させるとともに、当該第三者が故意、過失により甲に損害を与えた事に対する責任は、乙がその一切を甲に対して負うものとする。

第６条【知的財産権及びその利用許諾】
1． 本件業務を遂行するにあたり発生した制作物に関して、乙が作成したデザインデータについては甲が乙に対価の全てを支払った時点で、甲に著作権及び特許権、実用新案権、意匠権、商標権を譲渡する。但し、本件業務を遂行する以前から第三者が保有する著作権を法律上適正に改変、改造したものを除く。
２．乙は、本件業務委託に関し、演出に関わる委託業務について、出演者の肖像の二
次利用の承諾を得て、甲の機関誌、ホームページ等の広報媒体並びに甲が認めた第三
者が運営する広報媒体に対し公開することを承諾する。

第７条【第三者の権利侵害】
１．乙は、本件業務を遂行するについて、知的財産権等の第三者の権利を侵害しないことを承諾する。

第８条【秘密保持】
１．甲及び乙、乙の従業員及び再委託先従業員は、本件委託業務を行うにあたり知った相手方の秘密を、本契約に定める目的以外に第三者に漏洩し、利用してはならないものとする。これは本契約終了後も同様とする。但し、次の各号の何れか一つに該当する情報についてはこの限りでない。
（１）相手方から提供を受けた時、既に公知であった情報
（２）相手方から提供を受けた後、公知となった情報
（３）秘密保持義務を負うことなく、既に保有している情報
（４）相手方から提供を受けた後、秘密保持義務を負うことなく第三者から正当に入手した情報
（５）相手方から提供を受けた情報によらず、独自に開発した情報
２．秘密情報の提供を受けた甲又は乙は当該秘密情報の管理に必要な措置を講ずるものとする。
３．甲及び乙は相手方より提供を受けた秘密情報を本契約の目的の範囲内でのみ使用するものとし、当該秘密情報の複製または改変が必要な時には、事前に相手方から書面による承諾を受けるものとする。

第９条【個人情報保護】
１．甲は乙に対し甲の保有する特定の個人を識別できる情報（以下「個人情報」という）を提供する場合、当該個人情報を特定し、個人情報である旨を明示しなければならない。
２．乙は個人情報の提供を受けた場合、当該個人情報の管理に必要な措置を講ずるものとする。
３．乙は当該個人情報を第三者に提供・開示・漏えいしてはならない。ただし、法令の定めに基づきまたは権限のある官公庁から要求があった場合はこの限りではない。
４．乙は甲より提供された当該個人情報について、本契約の目的の範囲内でのみ使用し、複製、改変が必要な場合、事前に甲からの承諾を受けるものとする。

第１０条【債務不履行】
１．甲及び乙は、相手方が本契約に違反したときは、書面による通知により本契約を解除することができる。但し、違反内容に関し相手方に正当な事由がある場合はこの限りでない。

第１１条【解除及び期限の利益喪失】
１．甲または乙につき、次の事由が発生した場合には、催告及び自己の債務の履行の提供をして、直ちに本契約の全部または一部を解除することができる。尚、この場合でも損害賠償の請求を妨げない。
（１）本契約の一つにでも違反し、是正を勧告したにも関わらず、是正されず、または是正の見込みがないとき
（２）正当な理由なく期間内に契約を遂行する見込みがないと認められたとき
（３）相手方に重大な損害または危険をおよぼしたとき
（４）監督官庁より営業の取消し、停止等の処分を受けたとき
（５）手形または小切手の不渡りが一回でも発生したとき
（６）仮差押、仮処分、差押等の執行、競売の申立て、破産、民事再生、会社更正等の申立があったとき
（７）株式または持分の過半数以上の株主が変更したとき、または合併、事業譲渡、経営の重要な部分の委任が行われたとき
（８）その他、資産、信用または支払能力に重大な変更を生じたとき
（９）相手方に対する詐術その他の背信的行為があったとき
２．甲が前項各号のいずれかに該当した場合、甲は当然に本契約から生じる一切の債務について期限の利益を失い、甲は乙に対して、その時点において本契約に基づく債務を直ちに一括して弁済しなければならない。

第１２条【損害賠償】
１．甲及び乙は、本契約の履行に関して相手方に損害を与えた場合には、その損害を賠償する責を負う。但し、甲又は乙の責に帰する事が出来ない事由により生じた損害については賠償の責任を負わないものとする。

第１３条【不可抗力】
１．本契約上の義務を、以下に定める不可抗力に起因して遅滞もしくは不履行となったときは、甲乙双方本契約の違反とせず、その責を負わないものとする。
（１）自然災害
（２）伝染病
（３）戦争及び内乱
（４）革命及び国家の分裂
（５）暴動
（６）火災及び爆発
（７）洪水
（８）ストライキ及び労働争議
（９）政府機関による法改正
（１０）その他前各号に準ずる非常事態
２．前項の事態が発生したときは、被害に遭った当事者は、相手方に直ちに不可抗力の発生の旨を伝え、予想される継続期間を通知しなければならない。
３．不可抗力が９０日以上継続した場合は、甲及び乙は、相手方に対する書面による通知にて本契約を解除することができる。
第１４条【合意管轄】
１．本契約につき裁判上の争いとなったときは、東京地方裁判所を第一審の合意管轄裁判所とすることに甲及び乙は合意する。

第１５条【協議事項】
１．本契約に定めのない事項及び解釈に疑義のある事項が生じたときは、良識的商慣習に従い、問題発生の都度、甲乙協議のうえ決定する。

第１６条【準拠法】
１．本契約は日本法に準拠し、同法によって解釈されるものとする。

以上、本契約の成立を証するため本書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。



年　　月　　日

相模原市中央区中央３－１２－３
甲　公益社団法人 相模原青年会議所 
理事長　　　宇田川　隼	印


（住所）
乙
	印



仕　様　書

■実施件名　：　
■実施期間　：　　　年　　月　　日（　　）～　　年　　月　　日（　 ）［　　日間］
□設営・準備　　年　　月　　日（　　）～　　年　　月　　日（　　）
□撤去・搬出　　年　　月　　日（　　）
■実施場所　：　

（１）会場設営業務
・「　　　　　　　　」（会場設営費）
・サイン・誘導（サイン看板制作費）
・ステージ・会場装飾（ステージ装飾費）
・ブース工事（ブース施工費）
・外回り工事（設備備品費）
・電気工事（物販ブース５００Ｗ、飲食ブース１５００Ｗ）
・音響・照明・映像（運搬・設置・撤去・運営管理費）
・会場設営（設営撤去・ステージ進行・ケータリング・出演者管理・ライブ映像
人件費）
・露天営業許可（申請費・申請代行費）
・会場運営（運営マニュアル・人件費・電気使用料・清掃料・空調費・
水道使用料）

（２）会場演出業務
・照明プラン
・映像作成
・企画実施計画
・演出
・照明オペレーター
・音響オペレーター
・運営ディレクター
・ライブタレント
・ＭＣ　「　　　　　　　　」氏
・司会者　「　　　　　　　　」氏
（３）広報業務
・ポスター作成　Ａ２　「　　　」枚

（４）資料作成
・当日配布資料（２９７㎜×１０５㎜、中綴冊子、　　　　部）
・アンケート一般及びメンバー用（Ａ４×　　　　　枚）
・アンケート出展者用（Ａ４×　　　枚）
・アンケート推薦ＬＯＭ　用（Ａ４×　　　枚）
以上の資料作成費用合計　　　　　　　　　円（税込）

※雑費及び予備費については下記のとおりとする。
・振込手数料（８４０円×　か所）
・振り込み明細確認（　　　　円×４カ月（１ヶ月無料））
・予備費（０．３％）
以上
